夏の葬列

2006～2007年度教育出版発行中学2年生の教科書を参考にしています。

著作権者の許可が得られていないため、本文の掲載は差し控えさせていただきます。

問　ｐ39の9行目「一列になった小さな人影」とは何の行列ですか。

問　ｐ39の15行目「その日」とは誰がどうした日ですか。

問　ｐ40の2行目「彼は口をとがらせて答えた」とありますが、このときの彼の気持ちを答えよ。

問　「彼」にとってヒロ子さんはどのような人でしたか。

問　ｐ41の2行目「大きな石」のように思えたものは何ですか。3文字で答えなさい。

問　ｐ41の15行目「辺りが急に～不気味に続いていた」とありますが、それまでに聞こえていたものを２つ答えなさい。
問　ｐ41の18行目「大きく白いもの」とは何ですか。また、「柔らかい重いもの」とは何ですか。

問　ｐ42の2行目「彼は口がきけなかった。」のはなぜですか。

問　ｐ42の5行目「ヒロ子さんは怒ったような怖い顔をしていた。」とありますが、ヒロ子さんは

　　どのような気持ちだったのか答えなさい。

問　ｐ42の7行目「目立っちゃうじゃないかよ」とありますが、艦載機から見るとヒロ子さんは

　　どのように見えるのですか。ｐ41から５文字で抜き出しなさい。
問　ｐ42の11行目「ヒロ子さんをつき飛ばした」のはなぜですか。
問　ｐ42の12行目「悲鳴を彼は聞かなかった」のはなぜですか。

問　ヒロ子さんが撃たれたことがわかる部分をｐ42から二十五字で抜き出して最初の９文字を答えなさい。
問　ｐ43の1行目「自分には夏以外の季節がなかったような気がした」とありますが、
　　それはどういうことですか。

問　ｐ43の6行目、「彼は彼女のその後を聞かずにこの町を去った。」とありますが、

　　「彼」は「彼女」がこのあとどうなったと思っていますか。

問　ｐ43の11行目「ある予感」とはどんな予感ですか。

問　ｐ43の13行目「熱心に棺の上の写真を見つめていた」ときの「彼」の気持ちを答えよ。

問　ｐ44の3行目「胸にわき上がるもの」とはどんな感情ですか。

問　ｐ44の5行目「俺に直接の責任がない」ということを2文字で置き換えたものをｐ44から

　　探して答えなさい。

問　ｐ44の13行目「苦笑がほおに上ってきた」のはなぜですか。

問　ｐ44の16行目「不謹慎」とありますが、どんなことが不謹慎なのですか。

問　ｐ45の2行目「うきうきした、むしろ軽薄な口調で彼は尋ねた。」とありますすが、このときの

　　彼の様子をｐ44から3文字で探し、書き抜きなさい。

問　ｐ45の7行目「バカだなあおじさん。」と子供たちが言ったのはなぜですか。
問　ｐ46の2行目「この二つの死」とは誰と誰の死ですか。

問　ｐ46の2行目「二つの死が、もはや自分の中で永遠に続く」と同じ意味の表現をｐ46から７文字で探して書き抜きなさい。

問　ｐ46の4行目「この二つの死は、結局、おれの中に埋葬されるほかはない。」とありますが、これはどういうことですか。

問　46の19行目「彼の足どりをひどく確実なものにしていた」とありますが、これは「彼」のどんな気持ちを表していますか。

解答例
・葬式

・彼とヒロ子がお葬式の行列を見た日

・奇妙な風習に納得がいかない気持ち

・姉のようにいつも「彼」をかばってくれる人。
・艦載機

・艦載機から発射される爆弾の炸裂音

女の泣きわめく声や男たちの叫び声

・（ヒロ子の）白い服

ヒロ子（の体）

・恐怖

・「彼」がぐずぐずしているせいで逃げられなくなってしまうEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あせり),焦り)と不満

・絶好の目標

・死に対する恐怖がを感じたから。
・突き飛ばしたときに、強烈な衝撃と轟音で悲鳴がかき消されたから。

・ヒロ子さんがまるで

・夏の記憶が自分の中ではとても重い記憶となっていること。
・死んでしまった。

・葬列の棺に置かれているのははヒロ子さんではないかという予感

・葬列の棺に置かれているのははヒロ子さんであって欲しいという願望

・喜びと開放感
・無罪

・自分が今までEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かんちが),勘違)いをして苦しんでいたことが取るに足らないことに思えたから。

・一人の人間の死を知って、幸福な気持ちになったこと。

　（葬列を前にしているのに、苦しみから解放されて有頂天になり、幸福さえ感じたから。）

・有頂天

・死んだ女性はおばあさんなのに、「彼」は死んだのは若い女性だと思ったから。

・機銃で撃たれた女の子（ヒロ子）とその母親の死。

・逃げ場所はない

・２つの死に対する負い目は自分が一生背負うこと。

・自分の過去を自覚し、目をそらさずに生きていくという強い決意。

